


ラバーパッチに最適な接着バッキング：下地別ガイド

Details

結論： ラバーパッチに最適な接着バッキングは、パッチ自体ではなく、パッチを貼る下地によって決まります。清潔なナイロン、ポリエステル、むき出しの金属には、可塑剤耐性のあるアク
リル系トランスファーテープを使います。テクスチャのあるPPまたはPEプラスチックには、低表面エネルギー（LSE）改質アクリルを使います。温度によって伸縮する、湾曲した硬質
製品にはアクリルフォームテープを使います。洗濯機で洗う製品には、テープを使わず、パッチを縫い付けるかヒートシールしてください。

良いパッチが3週間で剥がれる理由
軟質PVCのパッチに、はがして貼るタイプの裏面を付けて注文し、ナイロン製バックパックや樹脂ケースに貼ると、見た目は良好です。しかし数週間後には端が浮き上がります。端の下に
埃が入り込み、シーズンの終わりにはパッチが剥がれたり、ゴム状のベタつく跡が残ったりします。多くの場合、問題はパッチそのものではありません。接着剤が下地に合っていなかった、
低温で貼った、濡れ広がりが完了する前に評価した、またはPVCから移動した可塑剤によって接着剤が徐々に軟化した、といったことが原因です。

コストは現実のものです。接着不良は、返品された鞄、見栄えの悪い商品写真、あるいは別のバッキングと新しいサンプルを伴う再注文として表れます。最適な接着バッキングを探す買い手
の多くは、どこでも使える一つのテープを求めていますが、そのようなテープは存在しません。実際に有効なのは、短い判断プロセスです。下地を特定し、接着剤の化学組成をそれに合わせ、
表面を下準備し、接着に時間を与え、テープが適切でない場合を見極めます。本ガイドでは、代表的な六種類の下地について、このプロセスを順に解説します。
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重要ポイント7.

ラバーパッチの接着バッキングとは何か
はがして貼るラバーパッチは、ロゴの下に3層構造を持ちます：成形PVCベース、感圧接着剤（PSA）、剥離ライナーです。PSAは接着剤のように硬化しません。圧力を受けると表面
の微細な凹凸に流れ込む、永続的に柔らかく粘性のある膜で、流れるにつれて接着強度が高まります。テープメーカーはこれを「wet-out（濡れ広がり）」と呼んでいます。

接着剤には主に三つの構成があります。一つ目は トランスファーテープ で、通常の厚さは0.05–0.13 mm（2–5 mil）の、パッチに直接ラミネートされる裏打ちなしの接着
フィルムです。二つ目は 両面テープ で、薄い不織布またはフィルム基材の両面に接着剤を塗布したもので、型抜き加工がきれいに仕上がります。三つ目は フォームテープ で、アクリルま
たはPEフォームの芯材の両面に接着剤を塗布したものです。厚みは多くの場合0.4–1.1 mmあり、隙間を埋めたり動きを吸収したりできます。

特定の下地でどの構成が機能するかは、二つの特性で決まります。

表面エネルギー。 dynes/cmで測定される表面エネルギーは、液体が表面にどれだけ広がりやすいかを表します。水は低エネルギーのプラスチック上では玉になり、清潔な金属上では
広がります。接着剤も同じように振る舞います。一般的に示される概算値は、ポリプロピレンで約29–31、ポリエチレンで約31、ABSで約42、ポリエステル（PET）で約43、
ナイロンで約46、清潔な鋼やアルミニウムでは数百です。汎用アクリル接着剤は、おおよそ36–38を下回ると機能しにくくなります。この閾値が、標準接着剤とLSE接着剤の境界線
です。

可塑剤耐性。 軟質PVCは、可塑剤によって柔軟性を得ています。可塑剤はPVCに接する接着層へゆっくりと移行することがあります。すると接着剤は軟化し、端部からにじみ出し、せ
ん断強度を失い、場合によっては黄変します。ゴム系接着剤が最も影響を受けやすい一方、ビニル用に配合された特殊アクリルははるかに高い耐性を示します。可塑剤の化学組成は規制もさ
れています： CPSCは八種のフタル酸エステルを、それぞれ0.1%を上限として制限しており、[1] その対象は、子ども用玩具および育児用品の、手に触れうる可塑化部品です。その
ため、可塑剤の系統は接着性能と適合性ファイルの両方に影響します。

下地別に見る、ラバーパッチに最適な接着バッキングの選び方

手順1：10秒間の水滴テストを行う。 パッチが接触する正確な面、すなわち生地のコーティング面、または部品の仕上げ面に、水を一滴落としてください。水滴が引き締まった球状にな
る場合は低エネルギーとみなし、LSE接着剤を検討してください。広がる場合は、通常、標準アクリルで十分です。サプライヤーの仕様のために数値が必要な場合は、ダイン試験ペンで数
値を読み取れます。

手順2：下地に合ったバッキングを選び、 以下のガイドラインに従ってください。

https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Phthalates


ナイロン製バッグとパック

ナイロン製バッグへのラバーパッチの接着は、最も多い依頼であり、最も多い不具合でもあります。むき出しのナイロンは約46で、比較的濡れやすい素材です。しかし、バッグ生地がむき
出しであることは稀です。ほとんどのパック地はポリウレタン製の裏面コーティングがあり、多くの表地には撥水（DWR）またはシリコーンで柔らかくした仕上げが施されています。こ
れらの仕上げは表面エネルギーをLSEの領域まで押し下げることがあり、接着剤をはじいて玉にしてしまいます。織り目の凹凸も接触面積を減らします。

LSEグレードのアクリルで、より厚く高粘着性の接着剤を、約0.13 mm（5 mil）で指定してください。0.05 mmの薄いものは避けてください。平らなパネルに貼り、縫
い目や折り目をまたがないでください。バッグを詰めるたびに曲がるパネルでは、接着剤は位置決めの補助と考え、外周ステッチを追加してください。

ポリエステル生地

ポリエステルは約43で、剛性があり未加工の製品には標準アクリルで問題ありません。制限要因は化学ではなく洗濯です。洗剤、温水、乾燥機の熱はいずれもPSAを劣化させます。洗濯
されないポリエステル製のトートバッグ、バナー、ディスプレイ用品には接着バッキングを使えます。ポリエステル製の衣類は縫い付けてください。

レザー

レザーは、いくつかの異なる下地のように振る舞います。顔料仕上げでトップコートされたレザーは密閉された表面を持ち、アクリル接着剤を比較的よく受け付けます。アニリン、オイル仕
上げ、ワックス仕上げ、または「プルアップ」レザーは、油分を放出して接着剤に移行し、接着を損なうことがあります。場合によっては数日以内に起こります。スエードやヌバックは、連
続した表面をほとんど持ちません。

コーティングされたレザー以外では、縫い付けかリベットが確実な選択肢です。接着剤を使わざるを得ない場合は、同じ革ロットの端切れで試験し、パッチの縁周辺に変色がないか確認して
ください。変色は油分の移行を示します。

テクスチャのあるプラスチック（ケース、ラゲッジシェル、クーラーボックス）

成形されたPPおよびPEのハウジングには、二つの問題が重なります。表面エネルギーが低いことと、凹凸のある表面のためにテープに触れるのは頂点だけになることです。薄い汎用トラ
ンスファーテープは頂点だけを掴み、それ以外には密着しません。改質アクリル系のLSE接着剤、またはLSE面を持つフォームテープを使い、凹凸に流れ込める厚さのものを選んでくだ
さい。PPの量産では、塗布前に接着促進剤を拭き付けるか、部品にフレームまたはコロナ処理を施して表面エネルギーを高めてください。

金属

清潔なアルミニウムと鋼は表面エネルギーが非常に高いため、リスクは化学的な問題ではなく、汚染と動きから生じます。切削油、指紋、防錆膜は除去しなければなりません。金属はPVC
とは異なる速度で膨張・収縮し、冷えた金属は貼り付け時に結露を集めます。アクリルフォームテープは、薄いトランスファーフィルムよりもこの差分の動きをよく吸収します。特に、高温
の車両と低温の倉庫の間を移動する機器では有効です。

塗装面

塗膜そのものが下地なので、接着力は塗膜自体の密着性を超えません。粉体塗装やテクスチャ塗料は表面エネルギーの幅が広く、一部はLSEの範囲に入ります。塗装直後の部品は溶剤を放
出し、接着剤に膨れを生じさせることがあります。塗料メーカーが示す完全硬化時間が経過するまで待ってください。強力なフォームテープは、パッチを剥がす際に塗膜ごと引き剥がすこと
もあります。後で製品を再ブランド化する可能性がある場合は、再剥離可能なアクリルまたは中粘着のアクリルを選び、テストパネルで剥離がきれいかどうかを確認してください。

施工：温度、圧力、72時間ルール



手順3：表面を下準備する。 糸くずの出ない布に、50:50 to 70:30のイソプロピルアルコールと水の混合液を含ませて拭き、短時間乾燥させます。界面活性剤やシリコーンが残
る家庭用洗剤は避けてください。

手順4：温かい状態で、圧力をかけて貼る。 アクリル接着剤メーカーは通常、約21–38°C（70–100°F）での貼り付けを推奨し、約10°C（50°F）を下回らないよう勧め
ています。低温の接着剤は硬すぎて濡れ広がらないためです。ハンドローラーで、中心から外側へ向けて、一定でむらのない圧力をかけてください。流れを始めるのは時間ではなく圧力です。
テクスチャのある表面を親指で軽く押すだけでは、接着剤の大部分は触れられないままです。

手順5：接着の判定前に待つ。 テープメーカーは通常、アクリルPSAの濡れ広がり曲線を次の傾向で示します。最終強度の約半分は20分時点で、約90%は24時間時点で得られ、室
温では約72時間で最大強度に達します。貼り付けから一時間後にパッチを剥離試験し、接着剤を不良と判断するのは、最も多い評価ミスの一つです。

手順6：実際の部品で検証する。 72時間後、爪で端を持ち上げてみたり、下地を曲げてみたりして、製品が実際に置かれる最も高温になる場所（夏の車内など）に、サンプルを一つ置いて
ください。数値が必要な場合は、180°剥離試験をASTM D3330に準じて行えば、比較可能な力の値が得られます。注文全体の受入基準（サイズ、色、仕上げなど）については、
当社の カスタムラバーラベル ページにまとめているため、ここでは繰り返しません。

縫い付け式・接着式・ヒートシールのラバーパッチの比較
縫い付け式と接着式のラバーパッチのどちらを選ぶかは、主に二つの負荷、すなわち洗濯と屈曲によって決まります。さらに、パッチを貼り直せる必要があるか、取り外せる必要があるかも
関わります。

下地 推奨バッキング 下準備 主な故障リスク 切り替え先
未コートのナイロン、剛性パネル 可塑剤耐性アクリルトランスファーテープ IPA拭き取り 折り目での屈曲 パネルが曲がる場合は外周ステッチ
PUコート／DWRナイロン 厚めのLSEアクリル（約5 mil） まず水テスト 仕上げが接着剤をはじく 縫い付け
ポリエステル（非洗濯） 標準アクリル IPA拭き取り 洗濯 衣類の縫い付け
コーティングレザー アクリル、革ロットごとに試験 乾拭き、溶剤に浸さない 油分の移行 縫い付けまたはリベット
テクスチャのあるPP/PEプラスチック LSEアクリルまたはLSE面のフォーム 接着促進剤またはフレーム処理 接触面積が小さい 負荷の大きい用途には機械的固定
むき出しの金属 アクリルフォームテープ 脱脂、部品を温める 結露、膨張の不一致 ほとんど必要ない
塗装／粉体塗装 アクリルフォームまたは中粘着アクリル 塗膜の完全硬化 剥がすと塗膜が剥がれる 再剥離可能な接着剤

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-adhesive-rubber-labels.html


縫い付け は、布地に対する最も確実な機械的固定方法で、洗濯にも耐えます。パッチの縁に成形された縫い付け用の溝と、ミシンを操作する作業者が必要です。厚みのあるパッチは、肌がこ
すれる場所から離して配置してください。独立系の健康関連報道では、 ラベルとの摩擦だけでも敏感肌は刺激を受けることがあり[2]、アレルギーがなくても起こりうるとされています。

接着 は、最も手早い方法で、特別な設備も不要です。ハードグッズ、包装、ケース、洗濯しないバッグパネルに向いています。

ヒートシール は、布地に押し付けたホットメルト層を使い、通常は約150–160°Cで数秒間圧着した後、冷間剥離します。公開されている施工ガイドでは、スパンデックスを含むスト
レッチ素材や、テクスチャのある下地への使用は避けるよう注意されています。また一部の材料メーカーは、高温ヒートシールが泡立ちや反りを起こすため、PVCへの適用を勧めていませ
ん。そのためヒートシールは通常、PVCではなくシリコーンと組み合わせて使われます。

接着式ラバーパッチはどのくらい持ちますか？
接着式ラバーパッチの寿命を定めた規格はありません。見かける数値はいずれもベンダーの主張です。確実に言えるのは、どの要因が接着を損なうか、大まかに影響の大きい順で次のとおり
です：

洗濯。 洗剤と熱が組み合わさると、PSAは急速に劣化します。そのため、衣類には接着剤は不向きです。
熱。 接着剤と軟質PVCはどちらも、温度が上がると柔らかくなります。あるサプライヤーは、軟質PVCの快適な使用上限温度を約45–50°Cとしており、駐車した車の
ダッシュボードはこれを超えることがあると述べています。
可塑剤の移行。 これは徐々に進み、表面状態が良好でも数か月後に故障する通常の原因です。可塑剤耐性アクリルを使うと、進行を大幅に遅らせられます。
屈曲と端部への応力。 毎日折り畳まれるパネルに貼ったパッチは、端部が次第に浮いてきます。
紫外線と屋外曝露。 アクリル接着剤は、ゴム系接着剤よりも紫外線への耐性がはるかに優れています。

実際には、清潔で剛性があり、屋内で使われる硬質製品に正しく合わせたアクリルなら、数年間持ちこたえることがあります。一方、屈曲する塗布済みの布地に屋外で貼ったパッチは、一シー
ズンも持たないことがあります。あるサプライヤーの比較では、衣料品のような用途で、ラバーラベルに使われる標準的な3M-type系バッキングが約一年以内に弱くなりうると特に指摘
されています。これは実験室の結果ではなく、リスクの兆候として扱ってください。

子ども向けの製品やカリフォルニア州向けの流通を扱う場合、耐久性は仕様の半分にすぎません。次のような試験用スクリーニングリストは SATRAのProp 65高リスクリスト[3]

で、プラスチックおよびゴムのフタル酸エステルを、0.005%未満の非検出レベルで指摘しています。一方、 AAFA規制物質リスト[4]、2026年版英語版が一月28
日、2026年に公開された基準で、多くのブランドがトリム素材を審査する際に参照しています。子ども向け製品には、さらに第三者試験と児童製品証明書が必要で、その根拠は次の
CPSIAの枠組み[5].

https://cnalifestyle.channelnewsasia.com/wellness/sensitive-skin-dermatographia-clothing-labels-394881
https://new.satra.com/media/jltlrugk/proposition_65_rsl_sept_2026.pdf
https://www.americanimageawards.org/AAFA/Solutions_Pages/Restricted_Substance_List.aspx
https://www.cpsc.gov/FAQ/CPSIA


FAQ
FAQ：3Mの接着剤はPVCラベルに適していますか？

「3M接着剤」は数十種類の異なる化学組成をまとめて指すため、ブランド名だけでは多くはわかりません。PVCラベルでは、接着剤が可塑剤耐性アクリルであること、そして対象の下地
がPP、PEまたは粉体塗装の場合はLSEグレードであることが重要です。サプライヤーには、「3Mバッキング」を仕様として受け入れるのではなく、具体的なテープの種類とその想定
下地を確認してください。

FAQ：接着式ラバーパッチは洗濯機で洗えますか？

確実ではありません。感圧接着剤は、温水や洗剤に触れると軟化します。洗濯する製品には、縫い付け用の溝を使うか、適した生地であればシリコーン製のヒートシールパッチを使ってくだ
さい。

FAQ：貼った後にパッチの位置を変えられますか？

最初の数分以内なら、通常は可能です。接着力がまだ低いためです。24時間後には、剥がすと軟質PVCが歪み、接着剤が汚染され、パッチは二度と正しく貼り付かなくなります。まずは
軽く当てて位置を決め、その後しっかりと押さえ付けてください。

FAQ：接着式ラバーパッチを残留物なしで剥がすには？

ヘアドライヤーでパッチをやさしく温め、低い角度でゆっくり剥がし、残った接着剤はイソプロピルアルコールで除去してください。塗装面では、目立たない場所で溶剤を事前に試験してく
ださい。

FAQ：はがして貼るパッチをタイヤ、ゴムマット、ホースに貼ってもいいですか？

いいえ。加硫ゴム製品には、硬化時に接着される別の種類のラベルが使われます。特許文献では、このようなラベルを次の条件で硬化させると説明されています： 150–200°C、1
MPa以上の圧力下で、10–20分間[6]、これらはPSA裏打ちのPVCパッチが想定していない条件です。

FAQ：ラバーパッチは、バッグや衣類の法定表示ラベルの代わりになりますか？

いいえ。米国では、繊維製品には依然として、繊維組成、原産国、製造者情報が必要で、その根拠は次の FTC繊維規則[7]であり、同規則は以下に定められています： 16 CFR
第303部[8]。取扱い表示は 取扱表示規則[9]に従います。ブランドパッチは、これらの表示と並んで付けるもので、表示に取って代わるものではありません。

重要ポイント
可塑剤の化学組成は、接着の寿命と適合性の両方に影響します。 — 子ども用玩具および育児用品では、8種のフタル酸エステルを、それぞれ0.1%を上限として制限してい
ます（出典)
小売の試験リストは、ゴムやプラスチックのトリムについて、連邦法より厳しい基準を設けています。 — フタル酸エステルを、0.005%未満の非検出レベルまで試験（出
典)
ブランドは、毎年更新される規制物質リストでトリムを審査しています。 — RSL RSL 26 英語版、一月28日公開、2026年版（出典)
はがして貼るパッチは、硬化接着ラベルを必要とするゴム製品の代わりにはなりません。 — 150–200°C、≥1 MPa、特許実施例での10–20分（出典)
ブランドのパッチは装飾であり、法的表示ラベルではありません。 — 必要な表示は3項目：繊維組成、原産国、製造者情報（出典)

まとめ
どの下地にも合う単一のテープはありません。水滴テストで、LSE接着剤が必要かどうかが分かります。PVC自体が、可塑剤耐性を求めるべきことを示しています。屈曲と洗濯は、接着
剤をやめて縫い付けまたはヒートシールにすべきタイミングを教えてくれます。温かい状態で貼り、しっかりローラーをかけ、接着を判断する前に72時間待ってください。

下地が、コーティングされたナイロンパック、シボ加工のPPケース、粉体塗装の工具箱などであれば、デザインデータと一緒にお送りください。最適なバッキングをご提案し、実際の部品
で試験するサンプルの見積もりをいたします。詳細は当社の 自己接着式軟質PVCラバーラベル でお見積もりを開始してください。

https://patents.google.com/patent/US11466180B2/en
https://patents.google.com/patent/US11466180B2/en
https://www.ftc.gov/legal-library/browse/rules/textile-fiber-rule
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303
https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/clothes-captioning-complying-care-labeling-rule
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Phthalates
https://new.satra.com/media/jltlrugk/proposition_65_rsl_sept_2026.pdf
https://new.satra.com/media/jltlrugk/proposition_65_rsl_sept_2026.pdf
https://www.americanimageawards.org/AAFA/Solutions_Pages/Restricted_Substance_List.aspx
https://patents.google.com/patent/US11466180B2/en
https://www.ftc.gov/legal-library/browse/rules/textile-fiber-rule
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-adhesive-rubber-labels.html
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